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戦争と平和 

「東京大空襲をわすれない」 

瀧井 宏臣 著 講談社  （Ｋ210 タ） 

みなさんのおじいさんやおばあさんの少し

年上の人たちの多くが、太平洋戦争で亡くな

りました。生き残った人たちが、当時どんな

体験をしたのか、語ります。平和とはなにか、

いっしょに考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～中学生向け～ 

生きていくために 
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「しあわせって、なに？」 

オスカー・ブルニフィエ 文  

朝日出版社 （K151ブ） 

だれもがみんなしあわせになりたい。 

でも、ちょっと考えてみて？ 

しあわせって、どうしてわかるの？ 

たとえばお金があればしあわせ？ 

 

 

 

朝日新聞社 編 朝日新聞出版 

（Ｋ３７１イ Ｙ３７１イ） 

様々な人生を送ってきた 63 人が、いじめ

について文章を書いています。あなたの心

に届く‘声‘は、ありますか。 

 

 

 

 

「これからを生きる君へ」 
天野 篤 著 毎日新聞出版 

（289.1ア） 

いまや、日本を代表する凄腕
す ご う で

の心臓外科

医である著者も、学生時代は偏差値 50 に

届きませんでした。 

プロフェッショナル意識がビシビシ伝わ

ってくる本 

「戦火の３匹 ロンドン大脱出」 

ミーガン・リクス 作 徳間書店 （K933 リ） 

戦争で犠牲になるのは人間だけではあり

ません。人間に飼われているペットも同じ

です。第二次世界大戦時、安楽死させられ

そうになった犬のバスター、ローズ、猫の

タイガーは、危険なロンドンから脱出する

ことに。 

「いじめられている君へ いじめて 

いる君へ いじめをみている君へ」 

「字のないはがき」 

向田 邦子 原作 小学館 （Eニ Ｋ319ム） 

戦争がはじまって、町には食べ物がなくな

り、ばくだんも落とされるようになりまし

た。わたしの小さい妹は家族とはなれて安全

ないなかに、そかいすることになりました。 

 



 

「きみの存在を意識する」 

梨屋 アリエ 著 ポプラ社 （Y913ナシ） 

それぞれが生きづらさをかかえて、それでも生き

ていく。同じ中学校に通う 2 年生たちの短編集。 

「クリオネのしっぽ」 

長崎 夏海 著 講談社 （Ｋ９１３ナガ・Ｙ９１３ナガ） 

中学２年生の少女たちの物語。家庭環境は選べ

ないけれど、友人との関係は、自分で築いていく

ことが出来ます。 

お気に入りの話はありますか？ 

「クマのあたりまえ」 

魚住 直子 著 ポプラ社 （Y913 ウオ）  

子グマ、ライオン、チドリなど、動物が主人公の

七つの短編集。さらっと読めるけれど心に残る切

なく優しいお話です。 

「しずかな魔女」 

市川 朔久子 著 岩崎書店 （K913 サク） 

「学校にいきたくない子は図書館にいらっしゃ

い」その言葉を頼りに草子
そ う こ

は図書館にかよう。 

司書の深津さんの言葉「しずかな子は、魔女に 

むいている」。その意味を知りたくて草子はおも

いきってレファレンスを深津さんに依頼した。 

「ｍｏｊａ（もじゃ）」 

吉田 桃子 著 講談社  （Ｙ913 ヨシ） 

中学 2年の理沙は、「もじゃ」というコンプレックス

を抱えている。なんとかごまかしてきたけれど、も

う気持ちはどん底。どうする、どうなる？理沙。 

「自閉症の僕が飛び跳ねる理由」 

東田 直樹 著 角川書店  （Ｋ３７８ヒ ３７８ヒ） 

僕はみんなと少しちがう。その、少しちがう理由

をみんなにわかってほしいんだ。 

「ぼくがスカートをはく日」 
ポロンスキー 著 学研プラス （K933ポ） 
グレイソンには、だれにも打ち明けられないとて

も大きな秘密をかかえている。 

本当の自分らしく生きたいと願う主人公の行動

と、彼の家族や学校の人たちとの物語。 

「海のプラスチックごみ調べ大事典」 

保坂 直紀 著 旬報社 （K519ホ） 

自然環境を守るために、スーパー・コンビニ

のレジ袋が有料になりました。材料のプラス

チックは便利ですが、分解されないため、捨

てられると地球上に、増える一方なのです。 

ると海を、 

「わくわく！探検れきはく 

      日本の歴史 1～5」 
国立歴史民俗博物館 編 吉川弘文館 (K210 ワ)） 

佐倉市にある、歴史民俗博物館。そこに展示され

ている数々の資料と共に、最新の日本歴史が紹介

されています。 

 

。 

「おばあちゃんが、ぼけた」 

村瀬 孝生 著 新曜社 （Ｋ369ム Y369ム） 

「ぼける」ってなに？「ぼける」とどうなるの？ 

老人福祉の仕事をしている著者が、ぼけたお年寄

りたちとの毎日から感じた「生きる」とは。 

身近だけど実はすごい場所 ふつうに生きてふつうに逝く 

 

マイバッグ使ってる？ 

 

 

いろいろな 

せかいへ 

 

 

 

「君の膵臓
すいぞう

を食べたい」 

住野 よる 著 ポプラ社 （Ｆスミ ＢＦスミ） 

「君の膵臓を食べたい」。一体誰が誰に発した言

葉なのか、その意味は。それを知った君はやはり

涙するのか。 


